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平成 24年度熊本支部活動を振 り返って

熊本支部長  工藤 文昭

平成 24年度も会員の皆様のご協力のお陰で、こ

れまでにない成果を残 して終えることが出来まし

たc 日本山岳会も、昨年 4月 1日 から「公益社団

法人」として新たなスター トを切 り、全国各支部
の活動も順調に無難なスター トが切れたようです。

熊本支部 としても公益法人として恥 じないような

新たな事業に取 り組むこ事も出来た 1年間でした。
。まず、 1つ 日は 8月 19日 に鞍岳で行いまし

た「第 1回 SON熊本 (スペッシャル・オリンピッ

ク熊本)ア スリー ト会 「ふれあい登山」でした。

日頃から「NPO法 人 SON熊 本」との交流があ

る廣永会員に、SON熊本に所属する知的障害者

との 「ふれあい登山Jを主催 していただけないか

との依頼がありました。これまで熊本支部として

は障害者団体との交流経験もなく、引き受けるに

は一抹の不安もありました。 しかし、障害者本人

はもとより、ご家族の皆様の日頃のご苦労を考え

ると、「支部としても出来る限りの協力をしなけれ

ばならない」とい う結論は直ぐ出ました。まず、

障害者の行動、障害の程度、SON熊 本のこれま

での活動を把握 し、それに対するサポー トする側
^

の対応の仕方などを十分に理解できるよう努めま

した。事前の打ち合わせ、登山する鞍岳の下見に

もアスリー トや保護者の皆さんにもできるだけご

参加いただいただき、実際に一緒に歩いてみるこ

とで、「問題なくやれる」ということを実感できま

した。当日はアスリー トの参加者は 7名 、SON
職員、家族、大学生、高校生のボランティア27
名、熊本支部員 17名、合計44名 の大パーティ
ーになりました。大津町で集合、開会式を終わり、

鞍岳山頂東側駐車場に移動し、そこから鞍岳の頂

上に立ち、ツームシ山を登つて駐車場に引き返す

一周コースを歩きました。行動中は 1人のアスリ

ー トに 2人が付き添いましたが、時には両脇から

サポー トする場面もありましたが、全員頑張つて

2つの頂上に立つことが出来ました。 登山道には

野の花も咲き乱れ、花を鑑賞し、健常者 と同様に

感動されている姿は印象に残 りました。

この日は朝から快晴に恵まれていましたが、午

後になると入道雲が出始め、ツームシ山の北方に

雷鳴がとどろきはじめ、早めに下山しました。参

加者全員歩き通せたことをみんなで喜び合いまし

た。 大津町での閉会式では、アスリー ト全員が

参加者の前に立ち、それぞれが自分の言葉で心底

からのお礼の言葉を語つてくれました。保護者の

皆さん、ボランティアの皆さんすべてが 「やって

よかった。」と大感激のようでした。支部会員にと

つても、山登 りでこんなに幸せを感 じたことは初

めてではなかったかと思います。
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。もう1つは、 10月 23日 に行いました"勤労

青少年ホーム健康づくり支援講座 「はじめよう山

歩き」です。これは熊本市からの要請を受けて、

田北会員が窓口になり開催準備を進めてきました。

初心者の参加を想定して、登山の入門編の座学を
2日 、 4コ マ講義 し、実技は俵山峠から頂上往復
にしました。実技の当日は生憎の荒天でしたが、

時間を遅 らせ風雨が残る中で実施 しました。昨日

来の雨で足下も悪 く、スリップし易い状況でした

が、それでも参加者は元気に登 り続け全員登頂 し、

青年達は達成感に満ちあふれていました。座学の

時から、勤労青年は仕事の疲れをあるだろうに、

熱心な態度で講座に臨んでくれました。その後、

毎年開催の要望も出ています。
。例会山行は、 11回行いました。公益法人間

題が出始めてから、登山教室や登山研修会など一

般登山愛好者に参加を呼びかけていますが、リピ

ーターも増加 してきているようです。又、 5年前
から目標にしてきた九州脊梁山地の向霧立越の完
全縦走も、大雨に見舞われ、途中中止 したことも

ありましたが、実質 3年 目で北の小川岳から、南
の跳子笠、不土野峠まで完全踏破することが出来
ました。九州脊梁の自然の深 さや、国見岳周辺は

広範囲に樹木が立ち枯れ したり、鹿害などで森林
の荒廃を実感 しました。

又、今年度は阿蘇の草原を 3回歩きました。阿

蘇の草原は、千年を超える悠久の時代から、野焼
き、放牧、採草などの人々の営みにより維持され

てきたものですが、日本一の広大な草原の魅力を

十分堪能させてくれました。この地域はあまり登

山者が入れない区域でもありますが、阿蘇の雄大

さと地形について確認できた山行でした。
・宮崎支部との交流登山 6月 19日 から2日

間、宮崎支部との交流登山も7回 目を迎えました。

今回は宮崎支部の担当で歴史とロマン浴れる九州

脊梁山地の霧立越で行われました。霧立越は九州
でも最も魅力的な山域ですが、縦走となると

熊本からは交通の便が悪く、行きづらい所です。そ
の問題 も宮崎支部で解決 してくださり、熊本から
18名 、宮崎から20名 が参加 しました。入梅直

後にもかかわらず、2日 間とも好天に恵まれ、緑滴

る森の命帳る霧立越の大白沐 _■ =で 、ヨ崎支部と
の交流の心地よさを感 じた素まな更流会でした。
25年度は、宮崎支部を天草の上十二重えます _

・森林保全巡視登山も鞍岳、天圭畦・ :'全峰と
2回行いましたが、この頃で|ま 登二者 .Tマ ニーが

良くなったのか、何の問題もありませたでした3現
在本支部にも巡視員の有資格者は多数おら

'1ま

す

が、巡視活動への参加が少ない様ですこ晏曇_1ご4
カをお願いします。
・菊池水源源流域の遡行も2回 目でした11、 夏二

の魅カー杯の事業になつてお ります。
。24年度は各事業の参加者が増加 したこと|ま喜
びに堪えません。宮崎支部との交流登山やその他
の各事業とも多くの皆様にご協力をいただきまし

た。これは支部の活性化に繋がるものです し、支

部の纏まりと支部員としての喜びになるはずです。
・山の日制定と森づくり  山岳 5団体主導の

「山の日J制 定運動も地方自治体、一部の国会議 v
員の参加も始まり運動の広がりをみせてお ります。

本支部の取 り組みはまだまだで、支部報 26号で、
「山の日」制定運動の趣旨説明をして、みなさん

にご協力の要請を行ったくらいでした。 しかし、

日本山岳会の一支部としてはとっくに運動の取 り

組みをしなければならない時期になっています。

現在、各支部の中でも「森作 り二に取 り組む支部
が増えてきてお ります。自らが森づくりに取 り組

みながら、森林での作業の中で自然を大切さを実

感 じ、それを 「山の日」制定運動に生かしていく
ことが、運動の大きな推進力になるのではないか

とおもいます。支部役員会でも何回か検討 しまし

たが、今、私達には森づくりの資金も、ノウハウ

もなく、まず、どこかの森づくりの団体にボラン

ティアとして参加 し、森づくりに関する学習をし

ようとい うことになりました。調べてみますと、

県下に森づくり団体は 80く らいあるそうで、熊 ザ

本市役所でも森づくリボランティアの養成も行わ

れているようです。「山の日」制定運動も出来ると

ころから取り組まねばなりませんが、まず、森づ

くりの体験から始めたいと考えていますcはっき

りした計画が出来たら皆様にご協力をお願いしま

す。支部員、会友の皆さんの力を結集 して、熊本

支部の更なる発展を目指しましょうc
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5421  本 田 誠也

いつの間にか日本山岳会在籍 50年、我ながら

驚いています。永年にわたり私を支えてくれた山

岳会の諸先輩や熊本支部の皆さんに感謝します。

入会 して多くの山と人との出会いがありました。

今も心に残る山行は、悠然 と山を楽 しむ 「今西錦

司」先生を九州の山にむご案内したことです。
このことで多くの人との出会いがありました。

(敬称略)西堀栄二郎、山口政一、高木崎男、牧

野 衛、石間信夫、望月達夫、大谷 優、脇坂順
一、浅野清彦、吉村 毅、斉藤′

1享生、大塚博美、

岩坪志茂子、西 孝子、小西利雄、坂井久光、能

田 成、内田嘉弘、昌子夫妻、松本径夫、酒井敏

明、高遠 宏、大森薫雄、平林克敏、中村純二、

新妻 徹、 既に故人になられた方もいますが、

永年のご交誼に改めて謝意を表します。

永年会員として熊本支部では、奥野正亥氏 (第

4代熊本支部長)西澤健一氏 (第 3代熊本支部長 )

馬場 猛氏、石井久夫氏 (現在は宮崎支部)に次
いで 5人 目の受章になります。私が熊本支部に入

会後の行動概要を次に列記してみます。
1992～ 2000 第 5代熊本支部長
2001～ 2005(社)日 本山岳会評議員
1998～2001 熊本支部設立 45周年記念事業

(熊本県境 436k mを 歩く)

2004～ 2005 日本山岳会創立 loo周年記念事業

(中央分水嶺を歩く 延長 180k m)
2005    新 日本山岳誌の編集分担

熊本 57座 鹿児島 10座
1996    奥野正亥氏 。名誉会員になる。
1997    熊本支部設立40周年記念集会

40周年記念誌の発刊

山岳会のヒマラヤ登山隊に馬場博行会員を送る。
1988    日。中 。ネ三国友好登山隊

チョモランマ/サガルマータ

8840m Jヒ 側隊員として 8200m到達

1995

1995

1992
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永年会員になって
九州脊梁登山地図」の制作について

12909 永谷 誠一

皆さんのお手元に届いていると思いますが、日本

山岳会会報 「山」、第 814号 トピックスとして、
「九州脊梁登山地図作製」に掲載されている記事

をご覧頂いたと思います。事の起こりは、「山」編

集委員の奈良千佐子さん (友人)に案内地図が刷

り上がってすぐ、それを一部送ってお りました。

後 日、奈良さんより、地図作製にあたつての動機

なり、又、まつわる記事を送ってほしいと原稿依

頼があり、早速、工藤支部長に相談したところ「い

いでしょう」とい うことで、急いで書いて送った

ところ、 3月 号に トピックスとして掲載された次

第です。その対応の早さに驚きました。九州脊梁

山地の紹介は地図を通して宣伝されましたが、反

面、事の大きさにも自省せざるを得ません。一人

でも多くの方が、この秘境に足を入れて頂き、自

然が一杯の脊梁山地を縦横に歩いて活然の気を養
つて頂こうとの思いからでした。玄関口である山

都町は無論のこと、隣接する五ヶ瀬町・椎原村 。

人代市泉村・五木村。水上村のこれの関係する方々

と協議 し、早急に受け入れ態勢づくりが急務とな
つた様です。

チョーオュー (8201m)
無酸素登頂に成功

日本山岳会マカルー (8463m)
登山隊に参加、東稜ルー トより  ´

登頂パーティのサポー ト

夏、支部設立 35周年記念カナデア

ン・ロッキー登山隊 7/18～ 7/2

隊長 工藤文昭 (現支部長)

ほか隊員 9名  アサバスカ峰登山マ

リーン湖のクルージング、ロブソン

ランチからキニー レイクハットまで

アクセスの解決方法や有料ガイ ドの養成等々、難

題が多々ありますが、や り抜く以外はありません。

ところで、手始めに宮崎支部との合同で、全国支

部に働きかけ、まず、日本山岳会内での九州脊梁

登山大会 (仮称)な るものを開催 し、全国より愛

好者の皆さんを受け入れてみてはどうかとの提案

です。広範囲ですから、地域を 5ブ ロック位に分

けて、それぞれにリーダー (ガイ ド)を設け、案

内できたらと考えてお ります。どのブロックも2

泊 3日 、 3泊 4日 の行程です。宿泊所も考慮 しな

ければなりませんが、どうしても山中泊が必要の

際は、別の施設班がテン ト設営等のようにしたら

とも思っています。これはあくまで私案です。熱

気ある熊本支部の皆さんで是非実現して頂ける様

に願ってやみません。

の トレッキング。

私が日本山岳会に入会したのは昭和 37年 5月

です。 36歳の時でしたから、これは60歳代

以降の記録になります。
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初めての雪山体験

14213 原 田 榮作

期 日 平成 25年 3月 14日 (木)～ 17日 (日 )

一度は経験したい冬山登山、冬の雪山にも一度は

登つてみたいと前々から思ってはいたが、冬山登

山の遭難事故がマスコミで報道されるのを見て、
「冬山は危険」という先入観が強くあり、実現で

きなかった。たまたま正月に山の案内書を見て、

新穂高温泉から西穂高口駅までロープウェーかあ

り、その後約 1時間30分の登山で西徳山荘に行

けることを知った。更に西穂山荘からの眺望は天

下―一品とも書かれていたので是非行って見たい

とい うと思い至った。西穂山荘に泊って雪山を眺
めるだけで帰るか、西穂丸山まで行くか、更に西

穂独標まで行くかはお天気次第、積雪次第で決め

ようと思った。妻に話すと、「危ないから、冬山は

やめたほうがいい。自分は行かないJと 言 う。か
って 10数年前の夏場、妻は親戚の者だちとこのル

ー トを通つて西穂独標まで登つたことがあるから

その素晴らしさを経験していた。また、平成 18
年 8月 には、妻と一緒に上高地・涸沢経由で奥穂

高岳には登ったが、それから先のジャンダルムや

天狗ノコルは素人には危険と言 うことて西穂高岳
までは行かずじまいだった。そのような理由で今

回は私ひとりで登ることにした。

3月 14日 (木 )、 熊本空港発の」ALで大阪伊
丹空港に行き、その後新幹線で名古屋駅を経由し

て、 JR特急ワイ ドビューひだで飛騨高山駅に行
つた。翌 15日 の朝 9時、レンタカーを借 りて、
カーナビに 「新穂高温泉駅」を入れて走った。 1
時間ほど走り、急カーブして脇道に入つた。道路

は狭くどんどん雪が深くなり、スリップしないか

と慎重にゆっくり走った。雪が路肩付近ばかりで

なく道路全面に真っ白く積もつているところに差
し掛かったと思つたら、「これより先全面通行止め」
の標識にぶち当たった。仕方なくUタ ーンしてカ
ーナビを入れ直して新穂高温泉に着いたのは 10
時 30分たつた。カーナビは、第 2ロ ープウェー

の 「しらかば平駅」の方に案内していたのだと後
で分かつた。標高 970mの 新穂高温泉駅から第
1ロ ープウェー、第 2ロ ープウェーと乗 り継いで、
2156mの 「にしほたかぐち」に 11時 30分に着い

た。屋外に出ると真っ自の雪景色がまぶしくて新

穂高温泉訳で買った 500≡ _つ
ニシ

'ラ
スが役に

立った。展望台 |二 |ま 、天熟 ■三モ暮■・ひ しめいて

いた。天気 |ま快晴で、三責計 まで /ニ ス6度を指

していた。真っ白く言を技つた言き岳 ヒ■焼岳 と

かがす ぐ近 く、 目の前に見えた=≡=膏
岳の先の

方には槍ヶ岳の槍の穂 も少した `二 豪を三 していた。
このように素晴 らしい雪

=を
見た こ|ま 可●てだ

ったので何度 もシャッターを■ した:=|二 、ザッ

クを背負つた登山者 らしいノ、が 5～ 6'、 .た ので

心強かった。展望台から一通 り眺めた後、 .よ い

よ登山にかかることにした。「西穂山荘‐ヽ_生 1ヽ う

看板が立てられていたので少 しは安心だった11、

1時間半の行程だから念のために西穂山荘に、
~ア

イゼンだけしか持だない素入登山者でも登つて行

けるでしょうか」と携帯電話を入れたところ、「ト

レースを辿つて登って来れば大丈夫」 とい う返事

だつた。登山時間としては遅いせいか前には誰 も
いなかった し、後ろからも誰 も登つて来なかった。

竹に赤い布を巻いた目印が 50m置 きくらいに立

て られていたので道に迷 う心配はなかった。 とこ

ろどころに 50cmく らいの深 さの足跡が残つて

いたので入 り込まないように注意 した。初め 30
分 くらいは比較的ながらかな下 りだつたが、谷 と

思われるところか らは急な上 りに差 し掛かった。
「冬山登山道Jと い う標識が立ててあった。夏場
のルー トは別にあるのだろうと思つたc樹林帯の

中をほぼ直上する登山道だったので雪崩の心配は

なかった。 6本爪のアイゼンだったが何 とか間に

あつた。寒 さ対策で着て行つたダウンの上着の前

ボタンを外 さなければならないほどに汗 ごもつて

来た。登 り詰めた尾根に建っている西穂山荘は予

想 していたより大きかった。 12時 45分の到着

だった。 コースタイムより15分速かった。

視界 360度 の眺望

山荘前では数人の登山者が出入 りしていた。私は

宿泊の手続きを済ませ、ザ ックを置いてね ぐらを

確保 した後、早速丸山に登ることにした。人それ

ぞれで、これから登るうとする人も数人いたが、

反対に下 りてくる夫婦 とか単独の人の方が多かっ

|
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た。一面真っ白に積もつた雪の上を歩くのは何と
も爽快だつた。フー ド付きのダウンの外套を着て
いたので体は寒くなかったが、写真を撮る時に手
袋を外した手は切れるように痛かった。雪の積も
つた尾根状のところを登って行くのであるが、先
客のアイゼンの跡が付いていたので道に迷 う心配
はなかった。ところどころ強風に雪が吹き飛ばさ
れて大きな岩がむき出しになっていた。だんだん

標高が高くなるにつれて風は一段と強くなった。
帽子どころか油断すると体全体が吹き飛ばされそ
うな強さだった。下りてくる人に、挨拶代わりに、
「どこまで行かれましたか」と尋ねると、「丸山で

引き返しました。それから上は風が強くて無理で
した二と言 う人がぼとんどで、中に 1組の夫婦だ
けが、「独標まで行きましたが、風の道らしくそれ
から先は行けませんでした。」と言われた。私は、
今回は初めから丸山までと決めていたので、とに
かく風に注意しながら登った。立ち止まっては周
囲を見渡し、立ち止まっては周囲を見渡しして雪
景色を眺めながら2452mの 丸山に何とか辿 り着い

たこ山頂は小さな丘状になってお り、「西穂丸山」
の標柱が立ててあるだけだった。上空は雲一つな
く青々と晴れ渡っており、周囲は360度視界が

開 :す ていた。熊本の空のように、どんよりとした
冬空でもなく、春霞もなければ、黄砂によるどろ
色の空とは比較にならないほど真っ青に澄んでい
た。下方には、上高地の大正池とか、赤い屋根の帝
国ホテルとか、河童橋などが見下ろせた。間もな
く 1人の登山者が独標の方から下りて来た。埼玉
から来たという人で、「定年退職後から登山を始め、
百名山を目指している」と言われた。「阿蘇山も九
重山も既に踏破 しました。現在 60座を超えたと
ころです。  2月 には人ヶ岳の赤岳にも登 りまし
たc  6月 にはまた九重山のミヤマキリシマを見
に行ごうと思っています」と、初対面にしては話
が|まずんだ。私か、「シヤッターをお願いします」
とお願いしたところ、その人も [私 もお願いしま
す]と言われ、交互にシヤッターを押 し合った。
その人と会話しながら一緒に下山するのは、この

素晴らしい雪景色がもつたいないと思ったので、
その人が下山されようとした時、「私はもう少 し周
囲を眺めてから下ります」と一緒に下るのを断っ ´

た。北には西穂高岳 。奥穂高岳・槍ヶ岳・常念岳
南側には焼岳、その奥に乗鞍岳、西側を見晴るか

すと中央アルプスの山々、そして東側には霞沢岳
笠ヶ岳などが雪を被っていた。何度も周囲を見回
しながら雪山を満喫した。常念岳と笠ヶ岳にはま
だ登つていないので、この夏には挑戦しようと気
持ちが高ぶるのを覚えた。他に登山者のいない丸
山で何度も周 りを見回した。
雪山でのテン ト張りの講習

丸山から帰つて来たところ、山荘の前で 15～
16人の人たちが群れをなしていた。その中には

30歳前後と思われる若い女性と60歳前後の女
性 2人も混じっていた。みんなサングラスをかけ
ていたが、よく見ると顔は雪焼けしている風で、
赤黒い顔たった。雪山に登る女性は顔なんか気に
しないのだろうと思った。―行は何をしているの

だろうと傍で見ているとテントの張 り方の講習だ
つた。どうやら山岳ガイ ド付きのグループのよう
だった。ガイ ドらしき40歳前後の屈強な男性が

輪の中心にいて盛んに説明していた。風の強い雪
原だつたので大きな声で辺 り構わずに説明をして
いた。私は 2～ 3m離れた位置で突っ立ったまま
しばらく目と耳を傾けた。 講習の内容は雪山で
の簡易テントの張り方たった。「ス トックを屋根の

両方に立て、紐で左右に引つ張る。その後、あり

合わせの物でテン トを膨らませて、裾に雪を被せ
て上から踏みつけると風が中に入らない。これで

風は防げるが、中を温めるためには携帯コンロを

炊 くか、出来れば前もつて大きなロー ソクを用
意しておいて火を点けるとテントの中はずいぶん

暖かくなる」。講習を受けている人たちが順番に
テン トの中に入つて、その暖かさを確認 していた。
出てきた人は皆口々に、「暖かい」と感心していた。
「最初、テン トを広げた時に、風に吹き飛ばされ
ないようにするのが大変だ」と念を押していた。
「冬山でのテン ト泊まりで次にするごとに雪を溶
かしての水作 りだ」と言つてアルミ鍋に山盛 りに
した雪を携帯コンロで溶 かす実験だった。飲み
水用、歯磨き用、顔洗い用、調理用と多くの水が
必要だと言われた。その山岳ガイ ドは、「自分は学
生時代から山荘に泊まったことはない。いつもテ
ン ト泊まりで、山岳ガイ ドになってから山荘に泊
まるようになった。テン トの方が誰にも左右され

ず、誰にも迷惑を掛けることがないので、今でも
ひとりで登山する時は必ずテントを持って行く」
と言われた。更に、「山登 りの本当の楽しさは、ひ
とりでテント担いで気ままに行くことだ」と自慢
げに話をしておられた。この団体は、翌朝、ス ト
ックではなくピッケルを持ち、ザイルを担いで独

標の方へ登つて行かれた。「西穂高から奥穂高に行
く予定だ」と中のひとりが言われた。
山荘前の広場にはテン トが 5張 り張られていた。

山荘の入口を入つた左側のテーブルでは、 50歳
前後の夫婦がアル ミ鍋でお湯を沸かして、インス

タン トラーメンを食べていた。この人たちは外の

テン ト泊まりの夫婦だろうと思った。

朝も好天で西穂独標近くまで登る
翌日も好天に恵圭れた、山荘の主人が、「日の出は
6時 5分頃」と言われたので、人並みに日の出を
カメラに収めようと思い、 5時 30分に起きた。
昨晩は 9時の消灯からも、 トイレに行く人がいた
り、イビキをかく人がいたり、寝言を言 う人がい

たりして熟睡することは出来ず、ただまんじりと
していたので、起きたというのは床を離れたとい
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うことであるその日は 10畳の部屋に 7人で寝て
いた。、 1畳 2人では寝返 りも出来ないがるうと思
つた。その日は金曜日だつたけれども7人だつた
ので幸いだった。若い 2人はまだ床の中、他の4
人は既に布団を畳んで姿はなかった。昨晩、[丸 山
で日の出を見たい]と 言つておられたので、今頃
はもう登つておられるのであろう。山荘の冬は、

水道管が凍つてしまって、顔を洗 う水もなければ、
もちろん トイレ後の手洗いの水もなかった。必要
であれば、山荘が溶かした雪永をペットボ トル 1

杯 200円で購入するしかなかった。私は持って

きたペットボ トルのお茶で口をすすぐ程度にした。
山荘の前では 3脚を立てカメラをセットして待機
しているひとが 10人 くらいいた。東の空かだん

だん明るくなり、左手の本の向こうから太陽が顔

を出した。 6時 6分位たつた。私も、一応平成 2

5年 3月 16日 の日の出をカメラに収めた。

朝食を済ませて、直ぐに下山しても良かったが、
この好天気にこのまま直ぐ帰るのはもつたいない

気がしたのでザックを山荘に預けて、また丸山に

登ることにした。写真は昨日たくさん撮ったので

今朝はこの雪景色を目に焼き付けておこうとじっ

と見とれた。途中、腰の曲がった女性 と背の高い

男性の 2入がゆつくりゆっくり登つて来た。「相当
のご年配のようですが」と話 しかけると、女=性の

方が、「私か 71歳、主人が 72歳 Jと 言われた。
更に、「夫婦で山に登るのは健康つくりにいいもん

です。月に 1度はどこかの山に登 ります」と言わ

れた。 71歳 にしては奥さんの方が髪は白く、腰は

曲がって老けて見えたが、それでも夫婦連れで冬

山に来られる気力体力に感心させられた。山登 り

は、時間さえかければ80歳 くらいまでは大丈夫
だろうと意を強くさせられた。昨日と同じように

丸山まで行き、更に独標までと思い立ったが、相

変わらず風が強く、前にも後にも登山者が見えな
かつたので 30分くらい登って引き返すことにし

た。時間はたつぷ りあったので、止まつては眺め、
止まっては眺めして雪山を満喫した。

今回の初めての冬山は登山と言えるにどの登山
ではなかったが、冬の雪山を経験して本当に満足

だつた。何より天候に恵まれた。山荘の主人は、「こ

のように朝から夕方まで、 2日 間も快晴の日は珍
´

しい。たいてい午前は良くても午後になるとガス

がかかつたり、雲に覆われたりして遠くは見えな
いのですが」と言つておられた。因みに、熊本に

帰った翌日は、天気予報によると全国的に雨もよ

うだった。また、下りのロープウェーには、「1

8日 から1週間は、保全のために運休 します」と
いう張り紙かお り、これも幸運にも恵まれた。

悪天候の場合を考えて I日 余裕を見ていたので、

帰路、自川郷までレンタカーを走らせて合掌作 り
の民宿に泊まり、世界文化遺産にも触れることも

出来た。

随想

「再びイ ン ドヘ」

9328 り|1端  浩文

去る2月 24日 から3月 5日 まで 10日 間の海

外ツアーに参力日した。 目的 |ま あまり」ACと は関

係ないかもしれないが、全く関係ないわけでもな
いので紹介したい。その目的 |まインドプヽ大仏跡参

拝である。 しかし、いずれの宗教もどうしたわけ
か山と深い関係がある。近代登山がスポーツとし

て始まる前は世界各国で山は霊山として信仰の対

象であった。国内でも比叡山、高野上、富士山、
身延山、御嶽山等々数え上げれば枚挙 |二 いとまが

ない。仏教の世界観では世界の中央 |二 須弥山ガあ

り、高さは8万有余で頂上に宮殿があることにな
つている。 およそ 5年前に妻 と今生の別れをし

た後、一時精神的に落ち込み、五里霧中の時があ
つた。その時縁あって仏教の勉強を本格的に始め

ることになり、以来 3年間通信教育の学生となっ

た。今夏のツアーはその集大成とも卒業旅行とも
いえるものであった。人大聖地の中で特に山に関

係があるのは霊鷲山である。ここは観経や法華経
をお釈迦様が説かれたことや、その麓の竹林精舎
で寝泊まりされたことや、近くの王舎城での悲劇
の物語が有名である。

この山は灌木の茂った岩山で急山道をおよそ 30
分で頂上に至り、 360度の景観を楽しめる。

頂上は平らで 4畳半程あり線香の煙が絶えないほ

どの聖地である。駕籠で登る人、歩いて登るノ、、
五体投地で登る人、道中の洞窟で経文を唱える人

修行の装束を着た人がそれぞれの思いを胸に上 り

下りしていた。われわれも頂上で野生のリス達に

見守られて読経したり有志のお説教を聴問した。
20数年前、今回とは違った目的でインドを訪

れたことがあつた。その時の忘れられない経験が

脳裏に浮かんで参加を一時ためらったE しかしそ
の心配はないことが分かったので参加 したが、今

回もまたいやな経験をする羽目になつた。前回は

帰国直前から体調を崩 し、帰国後は起き上がれな
いほど疲れ果てた。診察の結果は肝炎だった。以
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来数ケ月に及ぶ通院、点滴治療となった。今夏は
5日 目に発熱 と下痢にかかった。幸い参加者の
方々の助けを借 りて一晩で回復 した。以後数 日は
持参のスポーツ ドリンクと行動食の食事で、まる
で人体実験のような日々だった。とりわけ途上国
への旅行は要注意である。 最終 日は釈迦の生誕
の地、ネバールの地へ移動 した。ルンビニー園訪
問は勿論であったが何よりも最高の経験はエベ レ
ス ト周辺の遊覧飛行であった。カ トマンズからお
よそ 1時間、ヒマラヤ山脈の山々が太陽を浴びて
きらきら光る光景はまるで天国を遊泳 しているよ
うであった。途中体調を崩 して地獄の中にいるよ
うな最悪の事態を想像 した ときもあったが、この

素晴らしい遊覧飛行のお蔭で終わりよければ全て
よしとなった。

2012年 日本 山岳会

第 28回全国部支部懇談会 に参加 して

(会場 :千葉県・サンライズ九十九里)

9649 鶴田佐知子

10月 20日 (土)朝 8時 20分、東久留米市の

娘の家を出て、バスは西武池袋線のひば リケ岡に

向か う。天気はいいようだ。駅前で昼食のおにぎ
りとコロッケを買い、池袋行きの電車に乗った。 

´

池袋で」R線に乗 り換え東京駅に向かう。東京駅の
人重洲北口を出て200m程 行くと、二番乗 り場には
黄色いコー トの千葉支部の案内人の方と、沢山の山岳
会員が待つていた。11時過ぎ大きなバスがやってき
た。工藤支部長もおられてバスに乗 り込む。バスの中
で昼食を摂 り、 1時間ほど走 り続け、 12時 12分、
会場の「サンライズ九十九里」に着いた。

受付で部屋番号を聞き、401号 室荷物を置き、1

階の多目的ホールで会期中の注意事項を聞く。
14時 30分、多目的ホールで記念講演会が始まった。
演題は「房総の自然と里山里海J～生物多様性豊かな

持続可能な社会を目指 して～。講師は千葉県立中央
博物館副館長の中村俊彦氏。彼の話は面白く、この

日本列島の中央にある房総半島、ここは暖流と寒流
がぶつかる所なので常緑広葉樹林帯と、北に広がる
落葉樹林帯の移行部にあたり、肥沃な土壌条件に恵
まれた豊かなところだそ うである。高い山はなく、
200m～ 400m、 地盤のほとんどは砂層が交互
に重なり湧水も多いそ うだ。海ではシャコタナゴが

国の天然記念物、シャープゲンゴローモ ドキは絶滅
危惧種だそ うだ。黒潮は 12℃を超える暖流なので
カツオ、マグロなど多くの海の幸をもたらすそうだ。
そして大平洋海岸側では千葉県だけに トキがいると
のこと、そして千葉には生物が 32900種 もあつ
て世界一だとか。専門家のお話だけに非常に感銘 し
た。

講演会の後 15分ほど休憩があり、 16時～ 16
時45分郷土芸能公演があった。初めに九十九里町
長の挨拶があり、小学生 12名 がかわいい鎌倉子舞
を踊 り、次に “鈴の舞 "、 後ろの子供たちがblT子の頭
の布を上げたり下げたり、なかなかユーモアがあり
盛 り上がった。次の “したての舞"では獅子の耳を

踊 りに合わせて動かし盛 り上がった。そのあと “大
漁節"が あり、 リズミカルに踊 りながら退場 した。
実に楽しい公演だった。この後 18時まで自由時間、
入浴、おしゃべ りを楽 しみ、懇親会が始まった。席
は “くじ引き"で 90番。視界は千葉支部、副支部
長の三木雄三さん、まず支部長の篠崎仁 さんの主催
者ご挨拶、次に来賓あいさつ、 日本山岳会会長の尾
上昇さん、次に九十九里町長川島伸也さん、そして

前千葉県知事の堂本睦子 (日 本山岳会理事)さ んの

乾杯で楽 しい懇親会が始まった。飲んだ り食べた り
実に楽 しい 2時間だった。中締めは、副会長の吉永
英明さん。私は明日21日 は九十九里浜の三班、朝
食は 6時 30分 との話で楽しい懇親会は終わった。
21日 、グループには山のグループと海のグルー
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プの二つがあった。私が海グループの九十九里浜を選
んだのには、 私なりの理由があった。 私は子供の頃、
東京 の多摩川近くに住んでいた。 小学六年生の時
は、千葉の岩井海岸に一週間の臨海学園宿舎に泊まり、
泳ぎを覚えた。大学の卒業論文は装飾古墳をテーマに
したので、佐倉市の国立民族博物館に何度も通つたし、
仲良しだった友人が千葉市緑区に結婚 して家を建てた
ので、何回も遊びに行っていたが、九十九里浜だけは

歩いていなかったのだ。

出発は 8時、10分ほど歩くと、ホテルのすぐ裏に

知恵子抄の詩碑があり、道路の下の道へ出るとすぐ海、
雲一つない海岸の砂地を歩くと、緑色の糸で小さいキ
ンチャクガニを取つている男性に会った。
足を含めて 210cm位 のカニで、小さいのが美味し

そ うだ。工藤支部長もこのコースに参加のようだ。
太平洋の波がたち、日曜日でもあり、満潮もあつて、
サーフィンをする人が多い ! また砂地にテン トを

張つてキャンプをしている家族もたくさん、9時ごろ、
文豪徳富鷹花の文学碑があった。波は非常に高いので

泳ぐにはちょっと怖いかな !  9時 25分、トイレ体
憩。 10時 14分、伊能忠敬記念公園で弁当を頂き、
2.5kmほ どバックして、一等三角′点を通 り、子安
神社も通 り過ぎて、10時 30分 ころ昼食。このあた
り官を出て海側 30本ほどの赤松は全部枯れていた。
11時出発、とべらの実、シロザも多い。 11時

5分頃、竹久夢二作詞の“よいまち草の碑"が あった。
11時 15分、桜並木の土手のコスモスを見ながら橋
を渡 り、次はなかよし橋。この川は二級河川の作田川
とか。このあたりは海から32.5km、
セイバンモロコシ、クズ、細い竹藪の道、左に曲がる
と左側は白いソバの花がいっぱい ! 更に進み 12
時ごろ、伊能忠敬生地の記念碑があった。その次の橋
の向こうは、自くなったススキの細い道、シダレヤナ
ギもあった。12時 15分、宿の車が迎えに来た。そ
の車で 12時 30分宿へ、今回の九十九里浜歩きは終
わった。

帰 りは早い。13時 53分のバスで東京駅へ。今回
の千葉での支部懇談会は終わった。来年は静岡だそ う
だ。最後になったが、千葉でのお土産は、ピーナツと

赤で千葉県の形を描いたバッジだった。

熊本支
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紅葉の山大切周回の記録

13889 安場  俊郎

2012年 10月 20～ 21日 の土日、
秋晴れの日が続 くとの天気予報に、か,■ て■ら行
きたかつた、山大切～水上越～白鳥山の積長をi
つてみることにした。

この山域は、林道川回線が車の通行が可能だっ

た頃は、手軽に訪れることのできる山だつたが、2

回にわたり道路面が崩落 したため以後、復旧工事
が行われないままで、気軽に行けないに山域にな
っていた。最近、五木久連子線の広域林道が開通
したため、石楠花峠直下の トンネル付近から登 り、
往復する登山者が多いようだЭ

○ 日程及びコース

1日 目 樅木地区横平登山口～上福根山～北山
大切～林道川回線 テント泊

2日 目 林道川 回線～七遍巡 り～南山大切 (往

復)～水上越～白鳥山～峰越峠
10/205:15自 宅出発 途中、コンビニで永谷氏監
修 「五家荘登山地図」の山域部分をカラーコピー

する。8:00峰越峠着 車回収のためのバイクを荷
台から降ろし、水切れで到着 したときに備えて 22

をバイクと共にデポ。樅木に引き返 し、横平から
の林道に入る。民家を過ぎてしばらく車で上がる
と悪路になつたため、登山口の手前に駐車し、登

山口まで 15分ほど歩く。北にウー ドヤ山と五家原
岳の稜線の林道が見える。
9:52 上福根山登山口。急坂の登 りが始まる。

リュックの重さはさほど感 じない。水 32と 、テン

ト、食糧 1日 分で 17キ ロぐらいだろうc杉植林
のジグザグの登 りを過ぎると、 1時間ほどで自然

林の中の尾根道になる。このあたり1400mほ どで
モミジやカエデの紅葉が鮮やかだ3鈍頂の自鳥山

や 2週間前に脊梁縦走登山で歩いた国見岳はじめ

脊梁の山々を望みながら、ゆつくり歩いて、13:14
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上福根山の頂上に着く。誰もいない。20分程休ん
で、東へ尾根を下 り始める。ここからは私には未
知の領域になるので楽しみである。
尾根は灌木があるだけで見晴らしがよい。鹿が食
べない トリカブゝの群落を踏みつけて歩く。踏み
跡ははっきりしないが、忠実に尾根筋を歩けば道
迷いの心配はない。前福根山から下福根山を過ぎ
ると、一本樫登山口分岐の標識がある。あとで調
べてみると、この登山口は一般登山道ではなく、
樅木から上がる車道の入口にはゲー トがあって、
地元の人が緊急的に利用する登山道とのことであ
る.こ の後す ぐ北山大切の分岐で、リュックを置
いて往復する。片道 5分 15:32山頂着。

16:00廃道になっている川口林道に着く。林道を
東に下れば営林署の小屋があり水が流れていると
の情報を確認するため、 20分程林道を東に歩い
て捜 しに行くが、どの沢も枯れていた。小屋も撤

bフ 去されていたのか広場があるだけだった。引き返
して林道脇にテン トを設営した。 この場所は携帯
電話使用可能だったので、廣永会員に現況報告を
兼ねて、水場の情報を聞いたがわからないとのこ
とだった。

すぐ暗くなったので、テン ト内で夕食。炭火焼
鳥パックをボイル し、缶ビールで一人乾杯。ウイ
スキーで仕上げ。アルファー白米とレトル トカレ
ーを食べて夕食 とした。水節約のため歯 ミガキせ
ず、19時頃就寝。 鹿の鳴き声がしたが、風はな
く静かな夜で、久レぶ りの満天の星を鑑賞 した。
山の夜はよく眠れるようである。
10月 21日

5:20起床。昨夜の白米の残 りをオジヤにして、サ
ンマの缶詰で朝食 とする。
節約 したおかげで水の残量は 22あ る。ラーメン

を作っても峰越峠まで十分だ。
7:25出発、七遍巡 りまではゆるやかに登っていく。

すがすがしい天気で、紅葉も見ごろ。本当に気持
ちがいい。誰もいないので山独 り占めの気分であ
る。8:02七遍巡 り頂上着。
のっぺ りした山体で、なるほど、方角を間違え

ると、迷いやすいのが頷ける。踏み跡は南山大切
方面が明瞭で思わず頂上まで行ってしまって引き
返 した。反対に、水上越方面の踏み跡は不鮮明で、
赤テープも少なく、ルー トを定めにくいが、方向
を間違えないよう尾根を伝えば問題はない。スズ

タケが枯れてずいぶん時間がたっているようで、
どこでも容易に歩ける。幼木は鹿に樹皮ろ剥がれ
全部枯れている。スズタケを食い尽 くし、鹿も必
死に生きているのだろが、地面は裸地となり、球
磨の自髪岳のように禿山になるのも近いかもしれ
ない。途中、石灰岩の山の特徴である直径 10m
程の ドリーネを 3か所見た。北側は緩やかな斜面
で、平地もあり、幕営適地が多いが、水は得られ
そうもない。南側は急斜面だ。
9:22水上越 標識がある。現在、水上村からの

道路は通行止めで登山口まで車では入れないとの
こと。そのまま通 り過ぎる。1514mの ピークを下
り始めたところで、男性が一人きた。峰越峠から
水上越の往復だそ うで、私のバイクを見たとのこ
と。横才峠には標識がなかったようで、場所はわ
からなかった。GPSが 電池切れで位置が特定で
きなかった。そのまま、斜面を登っていくと、自
鳥山と時雨岳を結ぶ登山道に出て、左へ 5分で白
鳥山の頂上に着いた。登山者が数人体んでいたが
挨拶をして休憩せずにそのまま御池へ下つた。 ド
リーネの広場は金網のフェーンスに囲まれていて
立入禁上になっているので、以前の記憶を頼 りに
東に巻いて峰越峠に向かったが、踏み跡がない。
フェーンスの北側を西にたどると登山道があった。
正解は西に巻くようだ。丁度昼時になったので、
インスタントラーメンを作 り昼食とする。30分で
峰越峠到着。バイクで横平の車を取 りに行く。天
気に恵まれ、快適な周回登山だつた。
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回想 の山"短歌 に寄せ て “

8605  門脇  愛子

今年は特に雪が多く、北海道では大分被害も出

たようですし、九州も例年よりは多かったようで

すが、それでも以前に比べたら少ないのではない

でしょうか。一昔前までは、九州でも結構冬は積

雪を楽 しめたものです。大先輩の Iさ んが “九州

でもこのような大雪、雪質の所があるのか"と 喜

ばれた冬山。それは昭和 49年 (1960年)の福岡

県の雷山、井原山縦走の事でした。当時は毎年正

月 3ケ 日、九州内のどこかの山に登つていたもの

です。先 日身近整理をしていて、古い歌詩を発見、

その中からの回想の山です。

☆ 元旦に、新しき雪踏みしめて

今年の山行幸祈 りなり

☆ しめ飾 り 日の丸もある 我がテント

屠蘇気分満つ 山の元旦

初 日「1月 1日 J思わぬ積雪でバスが行かず、雷観

音から登山口まで歩くことになり、キャンプ場で

幕営。 2日 ロスキー場から稜線に出るとものすご

い風で、冬山の厳 しさを感 じる。前者の足跡がな

い程風が吹き、雪煙が舞 う。雷山頂上では記念写

真を撮るのが精いつぱい。ここからアイゼンを着

けて井原山に向か う、初めは膝まで雪があり、や

がて腰まで、そして胸までのラッセル、とても行

けそうにない。500mほ どで断念、引き返す。初め

ての経験。キャンプ場で露営。翌日金山へ向かう。

積雪は腰まであり、道がよく判 らない。頂上まで

30分という表示板の少し上で引き返し決断 (中略)

☆ 稜線は 雪煙巻いて今記せ し

我が足跡を 吹き消されゆく

☆ 頂上は 日前なれど雪深 し

時間切れなり 再登を期す

☆ 腰までの 由紀に阻まれ潔く

引き返すも 登山者の道

5首潮音歌会歌詩 “轍"昭和 49年 2月 号より

☆ 今年 も盛会 だった 「新年 晩餐会」

○期 日 平成 25年 1月 19医 (土)15時 より

○場所 熊本市下通  「紅蘭亭_

○参加者 菅 隆雄 。本田誠也・工藤文昭 。松本

莞爾 。門脇愛子・鶴田佐知子 。力E藤稜子 。廣永

峻一・石井文雄 。永谷誠一 。¬E秦 明・安場俊

郎・木曾高喜治 。田北芳博・墳三建二 。千々岩

泰子・松岡栄治・松岡啓子 。キ=三幸・池田清

志・橋本悦子 。金山春男 。京
=美

′
|。 斉藤弘毅・

植木隆俊・植木啓子・舛田レイ子 。■島義幸 。

椿 千鶴・中田良友・井上恵美子

※ 松の内も過ぎた 1月 19=_〕 土毛 ヨの 15時
より、恒例の支部新年晩餐会が言ヽ3~紅蘭亭」

で行われた。本田名誉会員のご姜多も頂き、支部

長の新年の挨拶、そ して永谷会員 E三スで、賑や

かに宴が始まつた。今年本 田会員やうこf会員門脇

会員などのベテランと昨年会友 ≧して更事会員に

なられた新人の皆 さんが多数参
=二

き
'1、

■の歌な

どの余興はなかつたもの、自己モ
`′

｀
を表ねた

~山
_

の話や、山を始めた動機や、思 Iヽ 三 ■■行 :Dイン｀

など、日頃あま り間けない面白たヽ議三二

^「
ましたこ

予定の時間があっとい う間に過 ぎ去 サ:、 景後に|ま

門脇会員の 「万歳三唱」で盛会の士癸 し,,■餐会

は終了 した

10
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☆ 第 8回登山研修会
「雪山を楽しもうin往生岳・杵島岳」

担当 加藤 明

杵島岳は草千里ケ浜火国の北側に位置する円錐形
の山で、山頂には直径 250m、 深 さ60mの火
口跡がある。また、東側中腹にも大鍋火 回の中に

小鍋火口があり、典型的な二重火山が一日できる。
その北束の方向にも山容が良く似た往生岳が連な
り、樹木の少ない展望が素晴らしい山として知 ら
れている。冬の登山は積雪も少なく、風がなけれ
ば快適な冬季登山が楽しめる。今回は、積雪や凍
つた路面の滑 りやすい登山路での歩行や、アイゼ
ンワーク等を実技研修を行 う。又、ピッケル又は
ス トックワークの基本的な方法を習得する。また、
アクシデント等の対処の仕方について研修する。
1.期 日  平成 25年 2月 3日 (日 )

2.場所  阿蘇  「往生岳 (1238m)」 ・
「杵島岳 (1326m)」
3.研修内容 冬期登山の楽 しい歩き方・アイゼン

装着歩行・ス トック (ピ ッケル)の利用方法 。

その他冬季における装備 とその利用方法
4。 日程 (コ ース)崇城大市民ホール⇒大津駐車場

(8:50)⇒ 立野弁当店⇒ファームラン ド⇒草千
里駐車所 (9:40)準備体操後 (10:00)出 発～杵
島岳山頂～往生鞍部 (昼食)～往生岳山頂～東
側牧道～旧スキー場 (旧古坊中)(バス乗車)⇒
熊本 (17:00)解散

5.参加者 工藤文昭 。松本莞爾・廣永峻一 。加藤
稜子・石井文雄 。加藤明 。安場俊郎・北里 公子

原田栄作 。中林暉幸・木曽高喜治・ 田北芳博・

宇都宮信夫・千々岩泰子・橋本悦子 。江島博之・

松島義幸・渡辺暁美・金山春男・ 山本直 。原田
久子 。東 周司・巣山のり子 。正木 勝・迫 健
太郎 。平方英子・冨樫泰子・浅井寿子・弥頭信児・

富永謙―・大塚香穂里・安武てつ子・迫 文子・

三角苑子・松本絹江 。東 晶子 。田尻正典
行事名の 「雪山に登ろう」とその研修に臨んだ

のはよかったが、 2月 の厳冬期とは思われない暖
かな一日となった。まったく雪は無く、春の野山
に登つた感 じでした。

風もなく寒さを感 じないどころか、汗ばむ登山口´

和となってしまい、雪山研修は春山研修会となっ

てしまった。 しかし、雲一つない杵島岳と往生岳

熊本支部報 第 29号

☆ 平成 25年干支の山

「蛇の尾山」登山

担当 安場 俊郎

蛇の尾山(754.3m)は 阿蘇登山道路赤水線の湯の

谷ゴルフ場を過ぎると、正面に米塚が姿を現しま

す、その左手下に、東半分に杉林を背負った丘を

見ることができます。蛇が うねったように見える
ことから「蛇の尾山」と呼ばれるようになったと
いわれています。杵島岳、往生岳、米塚よりも古
い火 口丘で、西と南部分がなく、下部分は米塚の

噴出物に覆われています。 通常、登山の対象と
はならない山ですが、北の麓には、蛇神社があり、
2匹の自蛇がご神体としてまつれており、開運の霊

験あらたかとのことですので、セットで楽しむの

も一興かと思われます。蛇神社から主に車道を歩
きますが、頂上付近はしばらく急登になります。
蛇の尾山から、米塚の風穴や第 2米塚のスコリア
丘断面を見学し阿蘇の成 り立ち等を勉強する。
1、 期 日  平成 24年 3月 3日 (日 曜日)

2、 山 域  蛇の尾山 (754.3m)2万 5千分の 1

地形図 「阿蘇山」
3、 バス経路 市民ホール前 →東バイパス →

大津町生涯学習センター駐車場→赤水蛇神社
4、 登山経路 蛇神石社～ (車道歩き)～牧野歩き)

～蛇の尾山頂～米塚の風穴～第 2米塚風穴
バス乗車 (歩行時間 約 4時間)

5、 参加者 工藤文昭・松本莞爾・廣永峻一・

加藤稜子・石井文雄 。中林暉幸・田北芳博 。江島

博之・山本直 。中田良友 。三宅厚雄・三宅久子・

井上恵美子 。金山春男 。安場俊郎・菅隆雄・宇都
宮信夫・千原幸子・平島千恵子・坂口員一 。芥川
文郎・平方英子・富樫康子・高田典男・安武てつ

子・内布陽子・木村文代・吉野栄記・吉野美和子・

安場幸代・悦裕美乃・緒方恭子・正源司千歳 。

西村恵美里

蛇の尾山頂では工藤支部長の講話があり、阿蘇
の成 り立ちや地形を学ぶ。また、阿蘇独特の溶岩
洞を見学、草原の下の溶岩の流れを改めて感嘆す
る。時間は余裕があり、米塚を廻つて、乙姫のペ

ンション村へ草原の歩行を楽しみながら下山する。

し

は快適そのものでした

往生岳か らの下 りで

は若干、苦労は した

ものの、古坊中の駐

車場まで体力を持て

余 しなが ら下山。予

定の時間より早めの

帰宅 となった。



The 」apanese Alpttne C■ub Kumamoto Section      貪員外ξE吏音β幸長   身与29→手

4月 15日  平成 24年度支部総会  29名     4月 21日  平成 25年度支部総会
4月 22日  第 1回森林保全巡視 (清掃)登山    4月 27日  第 13回森林保全巡視 (清掃)登 山

「鞍岳・ツームシ山J9名    5月 12日  月例登山「山野草を見る会」阿蘇
5月 13日  月例登山「サクラソウを見る会」    5月 25日 ～26日  宮崎との交流登山

平成 24年度会務報告

阿蘇北外輪山      26名
6月  9日 ～ 10日  宮崎との交流登山

11月 18日  第 2回森林保全巡視登山
五家荘 大金峰・小金峰 13名

12月  1日  日本山岳会晩餐会     2名
12月 16日  海外登山報告会

木曽満喜治会員     27名
12月  9日 ～ 23日  山の写真展 約 500名
1月 19日  新年晩餐会 31名
1月 26日 全国事務局長会議     1名
2月  3日 第 8回登山研修会

雪山に登ろう。杵島山  36名
3月  3日  干支の山登山・蛇の尾山

米塚・溶岩洞探検    35名
支部幸反発干J         26り子。 27→手。 28リチ

支部通信   5月 ・6月 ・8月 。9月 ・

11月 ・1月 ・ 2月 ・3月  発行

毎月第 3火曜 日 .熊 本支部役員会
「わくわくランド」 毎月第 3火曜日 13回
その他

12月 ～ 2月  阿蘇高岳遭難行方不明者捜索

述べ 13名協力

平成 25年度事業予定

「龍ケ岳 。念珠 。次郎九二 1泊 2日

6月 22日  平成 25年度第 1回 」AC通常総会

日本三百名山ガイ ドブック出版

熊本支部担当山域の調査・執筆

熊本支部担当山域 (3山 )

① β可蘇 「高岳J

② 五家荘 「大国見岳」

③ 人吉 「市房山」

編集後記

(社)日 本山岳会も公益社団法人とな

つて 1年の年度が終了した。会計等の

事務処理は大変なものがあるが、支部

活動では公益事業としての意識はある

ものの概ね順調に活動できたものと支

部長は巻頭で述べておられるc会員の

皆さんも意識 して参加協力を頂いた。

山岳会の中身が変化 したと感 じられ

る方もおられるが、これも時代の流れ

か ?… …これで支部の活性化が図ら

れ、社会貢献が軌道に乗れば幸いです。

(向坂山～扇山)   18名     6月 23日  第 10回登山教室 「韓国岳_

6月 16日  平成 23年度第 1回 」AC総会     6月 30日  森づくり事業
6月 17日  第 8回登山教室 「宝満山」 32名     7月 20日  勤労青少年登山教室講座

7月 28日  全国事務局長会議     1名     7月 28日  勤労青少年登山教室実技 「小岱山J

8月  5日  第 7回登山研修会    12名     8月  4日  第 9回登山研修会 (沢登 り編実技)

8月 19日  第 1回 SOア スリー ト登山教室     8月 25日  第 2回 SOアスリー ト支援登山
「鞍岳～ツームシ山」  17名     8月 30日  夏期例会 (ビールバーティー)

8月 27日  夏季例会 9月 8日  第 11回登山教室
ビールパーティー    28名     9月 29日  第 6回脊梁山脈 トレイルラン    フ

9月  9日  第 9回登山教室 10月    第 14回森林保全巡視登山

南外輪山地蔵峠     46名     11月  2日 ～ 3日 宮崎ウエス トン祭
9月 22日 ～ 23日 第 5回脊梁山脈 12月 15日 海外登山報告会 (映写会)

トレイルラン      13名     12月  7日 ～21日  山の写真展
10月  6日 ～ 7日 第 4回脊梁縦走登山 1月 18日  新年晩餐会

三方山～峰越 し     10名     2月  2日  第 6回登山研修会九重山 (初級編 )

10月 20日 ～ 21日  全国支部懇談会 (千葉)    3月  2日  干支の山登山  「馬口岳」
2名参加    支部報発刊 年 3回～ 4回予定

11月  3日 ～ 4日 宮崎ウエス トン祭  11名     支部通信     随時
11月 11日  第 1回勤労青少年登山教室 毎月第 3火曜 日  熊本支部役員会

阿蘇外輪 俵山     28名     その他  (社)日 本山岳会からの依頼
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